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１ はじめに 
 中国語由来の漢語は日本語において重要な位置を占めている。現代日本語における
漢語の語構成という視点からの研究は少なくない。特に、漢語の構成要素（＝字音形
態素）の中で、漢語を構成するだけではなく、和語・外来語と語を構成するという造
語力を持つものが多く見られ、語構成研究の分野においては興味深いものである。し
かし、これまでの字音形態素は語構成要素としての位置付けが曖昧であり、従来の語
構成要素の分類である「語基・接辞」に当てはまらない側面もある。そのことは字音
形態素の呼び方の多様性からも窺うことができる。例えば、松下（1928）の「不熟辞」、
阪倉（1957）の「字音語的要素」、野村（1978）の「接辞性字音語基」、森岡（1994）
の「漢語系語基・漢語系準接辞」、などである。これら位置づけが曖昧である字音形態
素の語構成における多様性を提示し、字音形態素の語構成における姿を探ることが日
本語の語構成研究において重要な課題である。 
 さらに、一部の字音形態素の用法は語構成にとどまるだけではなく、文の一部であ
る節を構成する用法も観察される。ただ、節構成は語構成と全く異なるレベルであり、
両者を関連させる研究はほとんど見られない。 
 本論は、字音形態素が語構成において具体的にどのように位置付けられるのかとい
う問題意識から出発しておりこれまで一般的であった「語基・接辞」という枠を設け
ることなく、字音形態素の語構成における多様性を提示し、その特徴を示すことに努
めるものである。また、従来では取り上げられていなかった、字音形態素の語構成と
節構成の関連性の一端を示すことを目指す。 
 
２ 本論文の流れ 
 本論文は大きく、序章、本論（第Ⅰ部（第１章〜第７章）・第Ⅱ部（第８章〜第１０
章）、終章に分けられる。序章では、「字音形態素」に関する様々な捉え方及びこれま
での字音形態素に関する研究のアプローチ方法を提示し、本論文の問題意識と考察対
象、及び研究方法を提示する。そして、本論の第Ⅰ部では語構成内部の考察を行う。、
九つの典型的な字音形態素を考察の対象として取り上げ、語構成における特徴を示す。
そして第Ⅱ部では、語構成と節構成の関連性を考察する。考察では、語構成用法から
節構成用法へと進出した字音形態素を取り上げ、語構成と節構成の関連性と相違点を
示す。終章では、本論文のまとめと本論文の意義及び今後の課題を提示する。 
 
２．１ 考察対象の特徴 
 本論文の考察対象は以下の特徴を持つ。 
 ⑴ 本論文の「字音形態素」は単独で自立する用法を持たない。 
 ⑵ 本論文の「字音形態素」は基本的には合成語の後部分に現れる。 
 ⑶ 本論文の「字音形態素」は一、二語だけではなく、一定の量の合成語を作る（す
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な  
わち、造語能力が高い）ものである。 
 このような字音形態素は、従来の研究において曖昧な位置付けされきた。そこで、
本論文では二つの視点を提示した。一つは「字音形態素」の意味と語構成における特
徴を明確にすること、もう一つは従来考えられてこなかった字音形態素の一般的な語
構成を越える現象に対する扱い方を考案することである。 
 具体的な考察対象は、構成する語の品詞分類と意味という二つの特徴を踏まえて選
択している。 
 まず、名詞を構成するものの中から、「物」を表す「車（シャ）・機（キ）」、「人」を
表す「家（カ）・者（シャ）」を、次に「抽象概念」である「感覚」を表す「感」を選
んだ。そして、品詞機能が曖昧であるが、大きく「属性」を表す合成語を構成する「性・
式・風（フウ）」、さらに、典型的な形容動詞を構成する「的」と「変化」を表すサ変
動詞を構成する「化」を取り上げている。 
 また、上記の字音形態素の中で、「感・式・風」と「的」は一般的な語構成を超える
用法が見られることから、語構成と節構成との関連性を考察し、字音形態素が語構成
から節構成へと進出するステップを考えた。 
  
２．２ 第Ⅰ部のまとめ（字音形態素の語構成に関して） 
 第Ⅰ部は字音形態素（後項＝以下、字音形態素と統一する）の語構成における問題
を考察した。考察は、以下に挙げる四つの側面から行なった。 
 ①各字音形態素が構成する合成語の意味はどのようになっているのか。 
 ②合成語に意味において字音形態素の意味はどのようになっているのか。 
 ③合成語において前項と字音形態素の意味関係はどのようになっているのか。 
 ④合成語の意味は構成要素（前項と字音形態素）以外の何に影響されるのか。 
 さらに、一部の字音形態素については構成する合成語の意味は一定であるが、文法
的機能において多様性が見られるものがあるので、以下の視点を加えた。 
 ⑤合成語の文法的機能が多様である場合、その品詞性をどのように捉えたらいいの
か。 
 その結果を以下のように示す。 
 第一に、字音形態素の語構成には多様性があるという特徴が見られることがわかっ
た。本論文の考察は九つの字音形態素を取り上げただけであるが、それぞれの字音形
態素の語構成における特徴は、異なる点が見られる。以下、詳細を述べる。 
 第１章で扱った「車・機」は同じく「音読み」と対応する「訓読み」の場合も見ら
れるが、語構成における特徴が異なる場合がある。「車」の「シャ」（音読み）と「く
るま」（訓読み）に関して言えば、「くるま」は「シャ」と違い「自動車」の意味で語
（名詞）として自立できる。また、「漢語・外来語＋シャ」、「和語＋くるま」という結
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合相手の語種によって使い分けられている。 
 一方、「機」は「キ」という音読みも「はた」という訓読みも存在しているが、「機
械」を表わす「キ」は漢語・和語・外来語につき合成語を構成するのに対し、「はた」
は「機織り」という語しか構成しない。 
 第２章で扱った「者・家」は同じく人を表すが、合成語「〜家」は「あることに従
事する・あることに精通する・ある嗜好を持つ」という三つの典型的な意味パターン
があるのに対して、「〜者」が表す人間は基本的に「あるものを持つ・ある動作をする」
というという単純な意味しか持たない。また、「〜家」の前項は「用言類」がくる場合
であっても、「体言類」相当のものになる（「登山家」＝登山という分野に精通する人）
のに対して、「〜者」は前項の「用言類」が人の行う動作を表す（目撃者）＝（何かを）
目撃した人）。 
 第３章で扱った「感」は、一般的な語構成パターンにおいて、前項が「身体感覚・
心理感情」を表すものを除き、合成語「〜感」の意味と語構成における前項と「感」
の意味関係は文脈と深く関わっている特徴が見られるが、それは「感」の所有者が人
間であることに起因してると考えられる。つまり、合成語の意味及び語構成における
意味関係が、「感」を説明する前項の表わす対象（事物か人間か）と、「感」を所有す
る人間か否かという点によって変化するからである。さらに、心理感情を表わす形容
動詞と「感」が構成する名詞句（「～な感」）や「～の感」が、「相言類+感」と同時に
見られる場合がある。しかし、「〜の感」と「〜な感」を比較すると、「〜の感」の修
飾部分は語だけではなく、句・文（相当）のものも見られ、「の」が連体修飾関係を示
すというよりも判断の「である」と共通するものであると考えられる。 
 第４章では、「性・式・風」について考察している。、合成語「〜性」の中には、格
助詞を伴う自立用法があるが、連体修飾語になる連体用法を持たないものが多くみら
れる。それに対して、合成語「〜式」と「〜風」は双方とも連体用法を持つが、自立
用法を持つものは限られている。また、「性」・「式」・「風」は名詞の種類（パターン）
を記述する合成語を構成する用法を持つという点では共通している。つまり、「性」は
「性質」（機能・可能性・特徴）を表す名詞（保温性・将来性・有害性）を構成するこ
とができ、「式」は「方式（やり方）」を表す名詞（日本式）を構成することができる。。
しかし、「風」は基本的にある「人・物」に類似するという関係を示し、（別の）「人・
物」の特徴を説明する合成語を構成している。よって、「性質」を表す名詞の用法とい
う側面から見ると、「性」の意味が最も明確であり、次いで「式」、最も希薄化してい
るのが「風」あると言える。 
 第５章では「的」について考察した。「的」が構成する合成語の意味は、前項によっ
て決められるわけではなく、前項と「〜的」の被修飾語となる部分との関係性によっ
て決められていると考えられる。そのため、「〜的」の前項と「〜的」の被修飾語の意
味関係に多様性が認められる場合、「〜的」が多義になる。また、前項の品詞性の多様
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性に関わらず、「〜的」は必ず形容動詞となる。さらに、前項が元々形容動詞である場
合、「〜的」は前項と同じ意味で同じ被修飾語を取る場合もある（「神秘な・神秘的な
＋雰囲気」）が、「〜的」は前項より修飾できる語の範囲がより大きい（「神秘的な婚姻」）。
つまり、「的」は、形容動詞と被修飾語の間の意味的な関係に、より多くの可能性を与
えていると考えられる。 
 そして、合成語「〜性」には同じ前項を共有する「〜的」が多く見られるが、基本
的に被修飾語の名詞を伴うことがわかった。つまり、「〜性」は「性質」という意味を
持ち被修飾語の「性質」を説明するのに対し、「〜的」はあくまでも前項と被修飾語の
属性規定という関係を結ぶ存在であると考えられる。 
 第６章で扱った「化」は、字音形態素として単独で使用できるが、単独で使用する
場合はサ変動詞語幹とされる。そして、体言類の格助詞を伴う自立用法と異なり、基
本的に「〜と化す（る）」という用法に限定される。さらに、一部の「体言類・相言類
＋化」は「名詞・形容動詞語幹＋と化す（る）」の形で使用できるが、これは字音形態
素が形態上自立できる性格を示している。そのことは字音形態素の形態上における自
立できる性格を示している。また、合成語「〜化」の意味も「〜と化す」という句の
意味も変化主体の意味との関連性が深い。つまり、「化」は「変化」という動作性を持
つ意味を表すが、「誰（何）が」、「何に・どのように」変化するかという二つの要素を
求める必要がある。そのため、合成語「〜化」の単独での意味と文脈における意味の
解釈が違ってくることがある。さらに、「化」は語構成要素であり、動詞「（と）化す
（る）」と違い、前項とそのまま統語的な句で解釈できない場合がある。つまり、語構
成における前項と文脈における変化主体の意味関係は、「〜と化す（る）」という統語
的な関係で結ぶ文よる複雑であることがわかる。 
 以上、本論文で扱った個々の字音形態素の語構成の特徴について述べてきたが、考
察により、字音形態素を単に品詞性（どんな品詞を構成するのか）という枠に当ては
めるだけでは、それぞれが持つ意味と語構成上の特徴を十分に探ることができないと
いうことは明らかである。 
 第二に、字音形態素の語構成における意味の背景には語の存在があるとわかった。
すなわち、本論文では合成語に共通する意味から字音形態素の意味を抽出する際に、
字音形態素（本論文の「字音形態素」は「合成語の後項」にくるものを指す）の意味
の背後にはそれが構成する語の存在があることを示した。そのあり方には二つのタイ
プが見られる。一つは字音形態素が表す意味と同レベルの意味を表す語を作る。例え
ば、「風車・水車・観覧車」は同じ「円形の装置の回転によって動く物」という共通す
る意味を持ち、「牛車・電車・自転車・自動車」は同じく「円形の装置の回転によって
動き・進む仕掛けの物（の一種）」という共通する意味を持ち、その字音形態素の意味
は同レベルの意味を表す語に支えられていると言える。もう一つは字音形態素が構成
する語の意味を背景にし、その下位的な意味を表す合成語を構成する場合である。例
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えば、「自動車」を上位的な意味とする「大型車・救急車・タワー車」のグループがあ
る。このように、字音形態素が構成する語を背景にし、さらに語を構成するというこ
とは「春風（はるかぜ）」というような単独で自立できる語構成要素で構成するいわゆ
る複合語と同じ特徴を持つということがわかる。 
 第三に、字音形態素によって、語構成における意味関係も異なることが明らかにな
った。例えば、「〜車」は「動力（自動車・自転車・電車）・様態（二輪車・タワー車）・
特徴（日本車・輸入車）・目的（救急車・散水車）」という意味関係を構成できるが、
「〜家」は「専門分野（評論家・漫画家）・得意分野（探検家・実務家）・嗜好（読書
家・愛犬家）・特徴（大食いか・勤勉家）という意味関係構成となる。このような語構
成における意味関係の違いは、字音形態素と前項の意味だけでは解釈できないもので
あり、本論文はこの意味関係の違いをゆもと（1978）が指摘する「あわせ単語」の「ひ
とまとまり性」、斎藤（2004：11）で指摘する「語構成要素だけでは説明できない語の
意味的要素というのは語のみが有する《＋α》」に相当するものとして位置付けた。 
 また、⑤についてであるが、字音形態素が構成する語の文中における文法的機能（＝
品詞問題）については以下のようになる。 
 第１章の「物を表す「車・機」」、第２章の「人を表す「家・者」」、第３章の「感覚
を表す「感」が構成する合成語は典型な名詞の振る舞いを持つ。それに対して、第４
章「属性を表す「性・式・風」が構成する合成語は典型的な名詞の振る舞いをすると
ともに、他の名詞の属性を限定する（いわゆる形容動詞と共通する）修飾機能を持つ
ことが見られる。さらに、第５章の「修飾語を構成する「的」」が作る合成語は名詞・
動詞を限定する修飾機能しか持たないため、完全な形容動詞である。また、第６章の
「変化を表す「化」が作る合成語は典型な名詞の振る舞いを持ちながら、「する」を伴
い動詞の振る舞いを持つ。このように、合成語の文法的機能という側面から見ると、
典型的な名詞を構成する字音形態素「車・機・家・者・性（一部）」、非典型的な名詞
を構成する字音形態素「性（一部）・式・風」、典型的な名詞と典型的な動詞を構成す
る字音形態素「化」、修飾語を構成する字音形態素「的」に分けられることとなる。す
なわち、合成語が単一の文法的機能を持つものもあれば、二つの文法的機能を兼ねる
場合もある。また、「的」はほかの字音形態素と違い、主に修飾機能を持つ語を構成す
ることが明らかとなった。。  
 
２．３ 第Ⅱ部のまとめ（語構成と節構成の関連性） 
 字音形態素の中には、一般的な語構成レベルの枠組みを超えた句・節・文につく用
法が見られるものがある。第３部はそのような現象が見られる字音形態素「感・式・
風」を主な対象として考察を行なった。その結果を図１に示す。 
 図 1における「語構成における包摂」という現象は一般的な語構成レベルの枠組み
を超えた句・文につく用法は前項とテンス・アスペクトの対立が見られず、統語的な
  
14 
連体修飾関係ではない点において、字音形態素との結合は語構成レベルにとどまる。
「という節」につく際、前接部分とは連体修飾関係とは言いにくいが、形式上は節構
成になっているため、節構成レベルに属する。それに対して、字音形態素が連体修飾
節を受ける被修飾名詞となる場合の字音形態素は語としての統語的機能を獲得するこ
ととなる。 
 一般的な語構成は「＋α」の意味が生じ、構成要素の間（前項と字音形態素）には
複雑な意味関係を構成するのに対して、語構成において「＋α」の意味が生じない場
合、前項に「包摂」という現象が見られるが、この場合においては、意味関係は「内
容説明」という特定の関係に決まる。「包摂」には名詞句・動詞終止形文・文（慣用句・
終助詞など完全な文を示す形式がある文）がある。また、「内容説明」という関係が「と
いう」形式によって顕現する際、字音形態素との関係は語構成から節構成へと変わる
が、字音形態素は前項と密接化していて、それ自体の文における統語的機能の位置付
けが難しい。そのため、「という」形式につく用法は、形式上は語構成から離れ、節構
成レベルになるが、語構成との違いはただ「内容説明」という関係が明示されている
かどうかにとどまる。それに対して、完全な統語的な機能を獲得する場合、語と節に
おいて連体修飾関係が見られる。前項と連体修飾関係であることが確定すると同時に
字音形態素が名詞（形式名詞）の格体系をもつ現象が観察され、形式名詞として位置
付けることができる。一方、文法化とした部分は、形式名詞の用法より意味的に抽象
的であるとともに、「な・に・だ」という形容動詞の活用体系を持つ場合へという節構
成レベルにおける変化があるが、それは形式名詞から助動詞への変化であり、語構成
レベルと直接的な関係を持たないとわかる。 
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 語構成 
「＋α」あり           「＋α」なし 
 
 
 
複雑な意味関係       内容説明の意味関係 
（感・式・風）          （感・式・風） 
 
 
 
  名詞句の包摂   文相当句の包摂  動詞節の包
摂   
     （感・風）    （感・式・風）   （式） 
           意味関係の顕現化 
 
 
           
 
 
 
 
        統語的連体修飾関係の成立（形式名詞の統語的機能の獲得） 
                          
 
 
連体修飾語を受ける  動詞節につく ような・みたいな節に
つく 
  （感）     （感・風）     （感・風） 
 
       文法化（品詞範疇の変化） 
             
        助動詞へと変わる（共起の変更）（風だ） 
 
図１ 語構成と節構成の関連図 
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連体修飾節 
